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A．はじめに 

 入浴施設の衛生管理の技術的助言として、

厚生労働省から「公衆浴場における水質基準

等に関する指針」、「公衆浴場における衛生等

管理要領」（以下管理要領）、「循環式浴槽に

おけるレジオネラ症防止対策マニュアル」並

びに「レジオネラ症を予防するために必要な

措置に関する技術上の指針」が発出されてい

る。これらの要領と指針は衛生管理の方向性

は示しているが、具体的・詳細な管理方法は

示していない。そのため、入浴施設の監視指

導の現場からは、具体的な内容を示してほし

いとの強い要望が挙げられていた。こうした

要望に対応するために、令和元年度から令和

3 年度に実施した厚生労働科学研究費補助

金（健康安全・危機管理対策総合研究事業）

「公衆浴場におけるレジオネラ症対策に資

する検査・消毒方法等の衛生管理手法の開発

のための研究」において、入浴施設の衛生管

理の手引き（以下手引き）を作成した。作成

時に手引きの草案に対する意見や要望の収

集を行ったところ、手引きの簡易版、チェッ

クシートや記録票の例示、Ｑ＆Ａの作成、説

明動画の作成などの多くの要望が寄せられ

た。また、入浴施設の衛生管理手法の開発や

それらの導入が発生するなどして、手引きに

記述すべき内容を追加あるいは修正する必

要性が常に存在している。そこで、本研究班

では追加・導入すべき内容や要望に対する対

応の検討を行い、手引きの改定を行うことと

した。 

 

B．方法 

 ワーキンググループ（以下 WG）および入

浴施設の衛生管理の手引き検討会（以下検討

会）において、手引きの内容の見直しや参考

となるチェックシートの作成、Q&A の作成

等を、昨年に続き検討した。 

 

 

令和元年度から令和 3 年度に実施した厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機

管理対策総合研究事業）「公衆浴場におけるレジオネラ症対策に資する検査・消毒方法

等の衛生管理手法の開発のための研究」において、入浴施設の衛生管理の手引きを作成

した。当該手引きが現場で継続的に活用されるためには、内容の見直しと新しい設備や

管理技術等に関する情報や具体例の追加が必要である。そこで、研究班の研究分担者と

研究協力者から構成する手引きワーキンググループ（WG）と複数の自治体の環境衛生

部署の担当者をメンバーとする入浴施設の衛生管理の手引き検討会を別々に立ち上げ、

令和 4 年度から手引きの改定の検討を行っている。今年度は WG では手引きに追加す

る項目の内容の見直しと Q&A の追加の検討を行った。検討会では、入浴施設の設備お

よび衛生管理状態を確認するためのチェックシートの作成を協議し、2 種類を作成し

た。さらに、WG および検討会のメンバーを介して、それぞれが所属する自治体の環

境衛生監視員を対象にして、入浴施設の衛生管理の手引きに対する要望や意見等の収集

を行った。収集した要望や意見に対する対応案を作成して WG メンバーと検討会メン

バーに対応案を示し、その内容等を協議した。 
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１）WG における検討 

 WG のメンバーは、昨年度と同様に研究班

に所属する研究分担者と研究協力者の一部

とした。今年度は手引きの内容の修正・追加

と Q&A の作成について、それぞれの検討を

行った。 

 

２）検討会における検討 

 検討会のメンバーは昨年度と同様に、自治

体の本庁あるいは保健所の環境衛生部署に

所属し、入浴施設の監視指導に当たっている

自治体職員とし、入浴施設の現場における監

視指導の経験を活かした内容を手引きに盛

り込むことを目指した。 

 検討会は基本的に月に１回の頻度でオン

ラインでの開催とし、入浴施設の監視指導時

に施設の設備の設置状況と衛生管理状況を

把握するためのチェックシート、手引きの簡

易版、手引きに追加するＱ＆Ａの作成等を検

討しており、今年度はチェックシートの作成

の検討を重点的に行った。 

 

３）手引きに対する要望等の収集と対応案の

作成 

 手引きに対する要望等を収集するために

調査の用紙を作成した（別添 資料１）。WG

メンバーおよび検討会メンバーに対して要

望等を収集する調査への協力を依頼し、調査

用紙をメールで送付した。調査用紙に記載す

る形で、それぞれのメンバーが所属する自治

体の環境衛生監視員から手引きに対する要

望等の収集を行った。 

 収集された要望や意見に対してそれぞれ

についてどのように対応するかの案を作成

し、WG メンバーと検討会メンバーに提示し

て、対応案の妥当性などの意見やコメントを

集めた。集められた意見やコメントを参考に

してＱ＆Ａの作成を試みた。 

 

C．結果および考察 

１）WG における検討 

 WG では、当研究班の研究活動の成果を管

理要領あるいは手引きに引用することを目

指している。研究活動の一環としてモノクロ

ラミンおよびオゾンによる消毒法の評価を

行っており、WG で成果の取扱いについて検

討し、これらの消毒法の評価が十分得られた

段階で、その成果を管理要領あるいは手引き

に追加することとした。 

 手引きの内容のうち、ろ過器の逆洗浄およ

びろ過器と循環配管の高濃度塩素消毒の説

明を追加することとするか、Q＆A により逆

洗浄と高濃度塩素消毒の説明を行うかにつ

いて検討を行い、それらの内容を協議したが

文章の完成には至らなかった。来年度に継続

して検討することとした。 

 

２）検討会における検討 

 本年度は検討会を 9 回開催し、手引きで

例示する 2 種類のチェックシート（調査票

１、調査票２）を作成した。調査票１は 2 種

類のチェックシートからなっている。1 つは

入浴施設の給水施設と給湯施設の状況を把

握するためのものであり（別添 資料２およ

び資料３）、もう１つは浴槽とそれに附随す

る設備の設置状況と衛生管理の状況を把握

するためのチェックシートとした（別添 資

料４）。実際にこのチェックシートを現場で

使用する際には浴槽の数に合わせてシート

を複製して使うことを想定している。利用者

の利便性に配慮して記入例を作成した（別添 

資料５）。 
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 調査票１は、環境衛生監視員が入浴施設に

おいて把握すべきと想定されるすべての設

備を網羅するように作成した。そのため、各

自治体で調査票１を利用する際には、それぞ

れの自治体が監視指導の対象としている施

設に応じた調査票に作り替えることを想定

している。 

 調査票２は昨年度に続いて本年度に継続

して検討を行って完成した（別添 資料６）。

このチェックシートは入浴施設の監視指導

の際に、公衆浴場における衛生等管理要領あ

るいは各自治体の条例等に合致しているか

を把握するためのものとした。記入例を同時

に作成した（別添 資料７）。 

 調査票１と調査票２は、各自治体が入浴施

設の監視指導時に使用することを想定して、

サンプルとして例示することとした。それぞ

れの自治体がこれらの調査票を参考にして

独自に作成されることが期待される。 

 

３）手引きに対する要望等の収集と対応案の

作成 

 手引きに対する要望等を収集するための

調査において、９自治体から 85 の要望と意

見を集めることができた。主な要望と意見を

表１に示した。調査において収集することが

できた手引きに対する要望、衛生管理に関す

る質問や現場で遭遇する疑問などを精査し、

それらに対する対応の検討を継続的に行っ

ている。対応の仕方として、手引き本文への

追加、Q&A の作成、参考となる票などの例

示が想定しており、それらを今後作成して手

引きに追加することとした。 

 

D．まとめ 

 入浴施設の衛生管理の手引きの内容の見

直しとチェックシートの作成等を行うため

に、WG と検討会において検討を行った。ま

た、手引きに対する要望等を収集するための

調査を実施した。WG では、研究班の課題と

して実施している消毒法の評価が得られた

段階で管理要領または手引きに成果を追加

すること、およびろ過器と循環配管の逆洗浄

と高濃度塩素消毒の手引きでの取り扱いに

ついての検討を行った。検討会では入浴施設

の設備と衛生管理の状況を把握するための

チェックシートを作成し、手引きで例示する

こととした。手引きに対する要望等を収集す

るための調査においては９自治体から多く

の要望と意見が寄せられ、それらに対する対

応を検討している。 

 

E．研究発表 

 該当なし 

 

F．知的財産権の出願・登録状況 

 該当なし 

 

G．別添資料 

 資料１：入浴施設の衛生管理の手引きに関

するアンケート 

 資料２：調査票１ 施設別チェックシート 

給水施設 

 資料３：調査票１ 施設別チェックシート 

 給湯施設 

 資料４：調査票１ 浴槽別チェックシート 

 資料５： 調査票１ 浴槽別チェックシー

ト 記入例 

 資料６： 調査票２ レジオネラ関連構造 

衛生管理チェックリスト 

 資料７：調査票２ レジオネラ関連構造 

    衛生管理チェックリスト 記入例 
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 表１．調査で収集された要望等の概要  

   

 ・レジオネラ属菌の検出と ATP 値との関係の説明   
 ・アメーバ対策の説明  

 ・かけ流し式温泉のレジオネラ対策の説明  

 ・追い炊き配管の衛生管理の説明  

 ・記録票の例示  

 ・検査法の精度管理の説明  

 ・サウナの衛生管理の説明  

 ・集毛器の衛生管理の詳細な説明  

 ・循環配管の衛生管理の説明  

 ・消毒方法の詳細な説明  

 ・スケールの除去方法の説明  

 ・小規模施設に導入する総合衛生管理プログラムの説明  

 ・貯湯槽の衛生管理方法の追加  

 ・浴槽の衛生管理の詳細の説明  

  ・ろ過器の衛生管理の詳細の説明   
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